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芳野　極

岡山大学

惑星物質研究所

　我々の住む地球の内部には主に鉄を
主体とする金属の核が中心部にあり、
岩石でできているマントルがその周り
を取り囲んで存在しています。この成
層構造は 46 億年前に岩石と金属が入り
混じった未分化な隕石が集積して惑星
が形成される過程の初期に、密度の大
きな溶融鉄が岩石から重力分離して形
成されたと考えられています。核の外
側の部分は外核と呼ばれ、軽元素を含
んだ溶融鉄合金からなっており、ダイ
ナモ運動により地球磁気圏を形成して
太陽風や宇宙線から地球の生命を守っ
ています。一方、岩石のマントル部分
は高温の核と低温の表面の温度差に駆
動され対流しており、地震や火山活動
を引き起こし、地上に住む我々の生活
にも大きな影響を与えています。この
ように、核とマントルは地球の中で別々
の役割を果たしていますが、重力的に
分離し安定な状態にある現在の核とマ
ントルの間で大規模な相互作用が起き
ているのかどうか実感することはでき
ません。
　我々が核とマントルの相互作用を探
索するためには、地表で手に入る岩石
から情報を引き出すことが有効な方法
です。太平洋上の火山島などの一部の
火山ではマントルの最下部からプルー
ムと呼ばれる上昇流で上がってきた物
質が融解して噴出していると考えられ、
その噴出物である海洋島玄武岩には、
金属核とマントルの相互作用の痕跡が
含まれていることが期待されています。
最近の化学分析の発展によって、核に
由来した岩石を探索できる高精度の測
定が可能になってきました。これには
タングステン (W) 同位体比を利用しま
す。ハフニウム (Hf) という元素は金属
には分配されないという性質があり、
地球誕生初期に核が分離したとすると、
核には Hf の放射壊変によって生まれる

182W が枯渇します。つまり、核とマン
トルが相互作用しているならば、核 - マ
ントル境界 (CMB) 由来の岩石は182W が
少ない特徴を持つことが期待されます。
最近の研究では、海洋島玄武岩の多く
は、顕著に 182W が枯渇していることが
分かってきたことから、核とマントル
が物質的に相互作用している可能性が
出てきています（ニュースレター No. 
8、6-7 ページ参照）。
　CMB は地球内部最大の不連続面であ
り、核とマントル間の物質のやりとり
が可能な唯一のインターフェース ( 境界
面 ) です。ここではマントル物質中に核
の物質が取り込まれる可能性がありま
すが、本当に CMB においての相互作用
が可能であるかは検証する必要があり
ます。それでは、密度成層した CMB で
どのようにして核の物質がマントルに
漏れてくるのでしょうか？ CMB におけ
る核を構成する元素、物質がマントル
に漏れる過程は、界面エネルギーに駆
動された浸透メカニズムと濃度勾配に
駆動された元素拡散過程が考えられま
す。下部マントルを構成する鉱物であ

るフェロペリクレース (Mg,Fe)O につい
ては、常圧でも安定な鉱物であり実験
が容易なことから、これらの過程に関
する 2 種類の研究がこれまでに行われ
てきました。１つは、フェロペリクレー
スの単結晶に溶融鉄を接した実験で、
この実験により溶融鉄がフェロペリク
レースに浸透していくことが確認され
ました。もう１つは、フェロペリクレー
スの端成分であるMgOの多結晶体にW
の金属を接した実験で、粒界を高速で
W が拡散することが示されました。し
かしながら、これらの実験は下部マン
トルで圧倒的に多い主要鉱物であるブ
リッジマナイトを対象としていないた
め、実際にどの程度金属核物質が漏れ
ているのかは正しく評価できない状況
でした。
　我々は CMB で安定に存在する可能性
が高いケイ酸塩鉱物のブリッジマナイ
トまたはブリッジマナイトとフェロペ
リクレースを両方含む岩石（ポストス
ピネル）を用いて、これと接する溶融
鉄の成分の浸透や拡散が起こるのかを 2
種類の実験によって検証しました。

核 -マントル境界（CMB）における物質相互作用

図１．鉄合金メルトの下部マントル物質への浸透実験の回収試料の後方電子散乱像。フェ
ロペリクレース（(Mg,Fe）O）には鉄合金メルト（図中の白い部分）が粒界を浸透してい
るのに対し、ブリッジマナイト（Brg）に対しては鉄合金メルトの浸透は起きていない。
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核とマントルの構造と運動を支配する鉱
物学的・物質科学的実験データを、地球
深部に相当する高温高圧条件のもとで実
験的に収集します

研究項目トピック

　実験はマルチアンビル型高圧装置を
用いてブリッジマナイトが安定な圧力
25 GPa で行いました。１つ目の実験で
は、溶融鉄合金を (Mg,Fe)O とポストス
ピネルで挟んで浸透が起こるか検証し
ました。その結果、先行研究で浸透が
報告されたフェロペリクレースに対し
ては粒界を通じて溶融鉄が浸透するこ
とが再確認された一方で、ブリッジマ
ナイトとポストスピネルに対しては全
く浸透は起こりませんでした（図１）。
このことは、ケイ酸塩鉱物であるブリッ
ジマナイト - 金属界面の界面エネルギー
が大きいことを示しており、界面駆動
による浸透では、核の物質はケイ酸塩
を主体とするマントルに付加すること
は難しいことが分かりました。
　２つ目の実験では、ポストスピネル
を W とレニウム (Re) で挟んで、高温で
粒界拡散が起こるのかを検証しました。
Wと Re はともに親鉄元素（岩石よりも
金属鉄に選択的に分配される性質を持
つ元素）であり、このような元素の下
部マントルの岩石中の拡散挙動は知ら
れていませんでした。多結晶体中に W、
Re をトラップするための白金 (Pt) をち
りばめた試料を用意しました。Pt 粒子
中の W、Re の濃度と拡散源からの距離
との関係をレーザーアブレーション誘
導結合プラズマ質量分析法 (LA-ICPMS)
で測定することによって、粒界拡散係
数を求めました。実験は温度 1873K か
ら 2173K の範囲で行い、温度依存性を
決定しました。その結果、強親鉄元素
である Re に比べて弱い親鉄性を持つ W
はポストスピネル中を高速で粒界を拡
散することが分かりました。結果をも
とに CMB における温度 (4000K) での拡
散係数を計算すると、CMB では W のマ
ントルへの拡散が効果的に起こること
が予想されました。また、酸化的な状
態ではより多量のＷが拡散することも

分かりました。このことから、182W に
枯渇した海洋島玄武岩の同位体組成の
特徴は粒界拡散によって核からもたら
された W に由来する可能性があること
が初めて示されました。海洋島玄武岩
は過去にマントルに沈み込んだプレー
ト（スラブ）の成分を含んでいると考
えられています。このことから、酸化
的な物質からなる沈み込んだスラブが
CMB に滞留している間に W を大規模に
拡散によって取り込んだ可能性も考え
られます（図２）。
　多くの地球化学者は地球形成初期の
マントルの化学組成を持った始原的な
リザーバー（貯蔵庫）が地球史を通じ
て下部マントルに保持されていると考
えています。一方で、地球物理学者は
マントル対流モデルの結果から、マン
トルはよくかき混ぜられておりそのよ
うなリザーバーは存在しないと考えて
います。この不一致を説明できる
BEAMSモデルも提唱されていますが（詳
細はニュースレター No.7 をご覧くださ
い）、柔らかい部分に囲まれた硬い部分

が下部マントルに存在しうるかは実験
的には検証されていません。最近、Rizo 
et al. (2016) は、いくつかの海洋島玄武
岩が正の W 同位体異常を持つことを明
らかにし、始原的なリザーバーが保持
されている可能性を示しました。これ
は地球化学者のコンセンサスと一致し
たことから、センセーションを巻き起
こしました。ところが、この分析結果
には問題があることが指摘され、実際、
現代の海洋島玄武岩で正の同位体異常
を持つ結果は、その後、一つも報告さ
れてきていません。一方で、負の 182W
同位体異常と 3He（ヘリウム 3）の同位
体異常に相関があることが報告されて
います。もし、3He が W と共に外核か
らマントルに拡散過程によって供給さ
れるのであれば、始原的なリザーバー
が下部マントルに存在しなくても核 - マ
ントル相互作用だけで海洋島玄武岩で
報告されている同位体異常を説明でき
るかもしれません。これを検証するた
めには、今後希ガスの拡散の研究も進
めていく必要があります。
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研究項目A01:物性測定

～ CMB の化学的なインターフェースとしての役割～

図 2．核マントル相互作用によるタング
ステン同位体比の進化モデル。CMB に
滞留する沈み込んだ酸化的なスラブに対
して、外核の W が拡散する。この物質
がその後プルームにより上昇し、海洋島
玄武岩を生成する。低い 182W 同位体比
(μ182W) を持つ外核の影響を受け、海洋
島玄武岩は負の182W同位体異常を示す。
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かんらん岩のオスミウム同位体から探るマントル内部の化学構造

藤田　遼

東京工業大学

理学院

地球惑星科学系

　地球全体の大部分を占めるマントル
は、海洋域においても数キロメートル
と厚い地殻に覆われているため、人工
的な掘削によってマントル構成岩石を
直接採取することは未だ達成されてい
ません。そのため、マントルの化学組
成や不均質構造を理解するための物質
的な手がかりとして、マントルの部分
融解液（マグマ）が冷え固まった玄武
岩が広く用いられてきました。特に、
上部マントル物質の上昇に伴う減圧融
解によって形成された中央海嶺玄武岩
と、より深部から上昇してきた高温マ
ントルプルームが融解して形成された
海洋島玄武岩の比較から、マントルプ
ルームの発生源と考えられるマントル
最下部の化学組成は、上部マントルの
平均的な化学組成と異なる可能性が指
摘されています。
　それに対して、マントルの化学組成
を推定するために用いられる物質には、
深海性かんらん岩やオフィオライト、
マントル捕獲岩のように、何らかの地
質学的過程を経て地表にもたらされた
かんらん岩があります。玄武岩がマン
トルの部分融解液であるのに対して、
かんらん岩はその溶け残り物質と考え
られるため、かんらん岩から得られる
相補的な情報を活用して、マントル内
部の不均質構造に制約を与えることは
非常に重要です。特に、海洋島に噴出
するマグマによって地表へ運ばれた海
洋島マントル捕獲岩は、海洋島玄武岩
を生成したマントルプルームに由来す
る可能性があり、その場合、マントル
最深部の化学組成や同位体組成を直接
反映することが期待されます。しかし、
産出地域が限られること、試料サイズ
が小さいこと、液相濃集元素に乏しく
二次的な変質の影響が大きいことなど
の理由から、多くの海洋島マントル捕
獲岩は、マントルプルームと成因的に
無関係な海洋リソスフェアの断片であ

ると見なされ、詳細な地球化学的研究
は敬遠されてきた現状があります。
　そこで我々は、かんらん岩に含まれ
る強親鉄性元素の存在度と強親鉄性元
素の一つであるオスミウムの同位体比
に着目して研究を進めています。これ
らの元素は固相濃集性が極めて高く、
マグマやその他流体が関与した変質作
用の影響を受けにくいため、かんらん
岩の初源的情報が色濃く記録されてい
ます。現在は、最も活動的なホットス
ポットとして知られるハワイ諸島に産
するマントル捕獲岩の解析を中心に進
めていますが、マントル最上部に由来
する深海性かんらん岩やオフィオライ
トを構成するかんらん岩（蛇紋岩）に
比べて、低い 187 オスミウム同位体比
を持つ試料が多い傾向が見出されてい
ます。もし、このような傾向がその他
のホットスポットでも普遍的に見られ
るならば、マグマ研究から議論されて
きた上部マントルと最深部マントルの
組成差や不均質性の形成過程について、
異なる視点から制約を与えることが可
能となります。そのため、今回は太平

洋域の代表的ホットスポットとして知
られるイースター島、タヒチ島産のか
んらん岩捕獲岩サンプリングに向けた
調査を行いました。
　イースター島は東太平洋海嶺から約
350 キロメートル東にある島で、ナス
カプレート上に存在します（図 1）。現
在マグマ活動はイースター島の西側海
域に見られ、海嶺の非常に近くに存在
するホットスポットであることが特徴
です。イースター島は主に、3 つの楯状
火山（ラノカウ火山、テレバカ火山、
ポイケ火山）によって形成されており、
それぞれナトリウムやカリウムに比較
的富んだソレアイト～アルカリ玄武岩
系列のマグマ活動が知られています。
また、イースター島に見られる岩石は
玄武岩から流紋岩まで多様であり、比
較的浅いマグマだまりでかなりの結晶
分化作用を受けていると考えられてい
ます。島の全長は 20 キロメートルほど
と小さく、そのほとんどが溶岩流でで
きており、マグマの結晶化年代は 100
万年以下と非常に新しい島です。

秋澤　紀克

東京大学

大気海洋研究所

伊豆・小笠原
プチスポット

マリアナ

トンガ
ソロモン諸島

ハワイ諸島
オアフ, カウラ

ガラパゴス諸島
フロレアナ

イースター

カロリン諸島
ポンペイ, コスラエ

マライタ

サモア諸島
サバイイ

タイタオ

ヘス・ディープ

ソサイエティ諸島
タヒチ

クック・オーストラル諸島
アイツタキ, ツブアイ

かんらん岩体
かんらん岩捕獲岩

図 1. タヒチ島、イースター島の場所とかんらん岩の産出地域。
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研究項目トピック

　イースター島は巨大な石像であるモ
アイ像が数多く存在する島として有名
であり、その考古学的価値の高さから
島のほとんどが世界遺産に指定された
国立公園となっているため、地球科学
的な研究例は非常に少ないのが現状で
す。今回の調査は、ラパ・ヌイ博物館、
ラパ・ヌイ国立公園の許可を得るため、
チリ・カトリック大学のユージェニッ
ク・ベロソ教授との共同研究として、
学生のパウリナ・ベルガラさんの協力
のもと、現地研究者、住民に対してプ
レゼンテーションを行うところから始
まりました。その結果、調査活動を行
う許可は無事に得ることができました
が、サンプルの持ち帰りについては、
詳細な試料採取候補地の写真と GPS に
よって得た緯度／経度情報を提出した
後に審査を仰ぐ必要があり、滞在中に
試料採取を行うことはできませんでし
た。また国立公園内では、ハンマーを
使って岩石を割る行為自体が禁止され
ているため、露頭表面を観察すること
しかできませんでした（図２）。訪れた
すべての露頭における丹念な観察にも
かかわらず、かんらん岩捕獲岩を発見
するには到りませんでしたが、数か所
の露頭でかんらん石を多く含む溶岩を
見いだし、かんらん石捕獲結晶が含ま
れている可能性があるサンプル候補地
として申請を行いました。
　タヒチ島は南太平洋にある 5 つの火
山列のうちの一つであるソサイエティ
諸島に属する島であり、太平洋プレー
ト上に存在します（図１）。現在の火山
活動はタヒチ島から 50 キロメートル南
東の海底に確認されています。タヒチ
島はソサイエティ諸島の中では比較的
新しくマグマの結晶化年代は古くても
170 万年ほどです。タヒチ島の火山は
活動時期によって噴出するマグマの組
成、特にカリウムやナトリウムなどの
アルカリの量が異なることが知られて

おり、これらはマグマの由来深度が異
なっている結果と考えられています。
また、溶岩流に多くのかんらん石斑晶
がみられることも特徴です。タヒチ島
はイースター島と比べると植生に富み、
島全体に森林が広がっているため、溶
岩流は主に大きな河川によって削られ
た断崖にて観察することができます。
また、タヒチ島ではこれまでに島の北
側にあるいくつかの大きな河川の転石
として、かんらん岩捕獲岩が報告がさ
れています。そのため、今回は過去の
報告を参考にしつつ、島全土にわたっ
て、河川沿いに調査を行いました。調
査の結果、以前報告のあった河川では
多くのかんらん岩捕獲岩が確認できま
した（図３）。また一部の地域では、溶
岩流の露頭中にも確認することができ
ました。さらに、試料数は少ないですが、
かんらん岩捕獲岩がこれまで報告され
ていない島の西側にある河川沿いにも
確認できました。
　今回タヒチ島の調査では研究に充分
な量の試料採取ができましたが、イー
スター島の調査は規制が非常に厳しく、

調査申請においても予期できない障害
が多かったのが印象的でした。しかし、
イースター島が代表的なホットスポッ
トの一つとして貴重な研究対象である
ことを考慮すると、今回の訪問で地質
調査許可の申請が無事得られたことは
地球深部科学の発展にとって重要な一
歩であったかもしれません。

～南太平洋イースター島、タヒチ島の野外調査報告～

マントル由来物質や高圧合成試料の微小
領域分析により、核－マントル間の元素
分配や同位体分別を制約します

研究項目A02:化学分析

A03
物理観測
地震・電磁気
ニュートリノ

A04
理論計算
第一原理
連続体

A01
物性測定
ダイナミクス
構造物性
技術開発

X00
総括班
核－マントル
共進化

A02
化学分析
同位体
元素分配

石川　晃

東京工業大学

理学院

地球惑星科学系

図２. イースター島での調査風景。

図 3. タヒチ島産かんらん岩捕獲岩。
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溶融した鉄とケイ酸塩間の希ガスの分配実験

　希ガス（貴ガス）は、ヘリウム，ネオン，
アルゴン，クリプトン，キセノン，ラ
ドンからなる 18 族元素の総称です。そ
の名のとおり、ほとんど化学反応しな
い点で他の元素と一線を画し（貴）、地
球全体では非常に少ない（希、稀）と
いう特徴を持っています。希ガスの安
定同位体のうち、ヘリウムの同位体 4He
やアルゴンの同位体 40Ar、キセノンの
同位体 129Xe などには、放射性同位体で
ある 235U や 238U 、232Th、40K、129I な
どの壊変で生じた放射壊変起源同位体
が含まれている一方、放射壊変やその
他の核反応によりほとんど生成しない
3He、36Ar、130Xe などは、ほぼ全てが
地球が形成したときから存在している
始原的な同位体です。化学反応をしな
いため、ホストとなる物質や温度圧力
条件が変化しても同位体比は影響を受
けず、その起源を反映した同位体比が
保存されやすいこと、存在量が少ない
ため放射壊変起源同位体の付加を敏感
に反映して同位体比が変動することか
ら、希ガスは地球内部の化学的構造を
探る上で極めて有用な地球化学的ト
レーサーです。
　地球形成当初のヘリウム同位体比
（3He/4He 比）は 120 RA（ただし RA は
大気中のヘリウム同位体比 = 1.4 × 
10‒6）であったことが、隕石などの分
析から分かっています。一方で現在の
地殻を構成している岩石は、溶融した
マグマとして上昇してきた際に、もと
もと含まれていたヘリウムが大気中に
逃げてしまい（このように、揮発性の
高い物質が失われることを脱ガスとい
います）、その後に岩石中のウランやト
リウムのアルファ壊変により 4He が生
成・蓄積した結果、0.02 RA 以下という
低い値を持ちます。またマントルは、
やはりウランやトリウムが含まれてい
るために 120 RA より低くはなっている
ものの、大気や地殻より高いヘリウム

同位体比を保っています。これは地殻
と異なり、もとから含まれていた始原
的ヘリウムが完全に脱ガスせずに残っ
ているためです。このマントルのヘリ
ウム同位体比は中央海嶺玄武岩を分析
して知ることができますが、地球のど
こでもほぼ一定の、8 RA という値が得
られています。これと、地震波などの
物理観測で明らかにされている大規模
な循環（ニュースレター No.7）、マント
ル対流の計算機シミュレーション
（ニュースレター No.4）などから、マン
トルの大部分はよく混ざっており、均
一なヘリウム同位体比をもつと考えら
れています（図 1）。
　ところがハワイ諸島などのホットス
ポットと呼ばれる火山では、8 RA より
高いヘリウム同位体比が観測されます。
これは火山活動を引き起こしているマ
ントル深部からの上昇流が、対流して
いるマントルに比べて、より始原的な
ヘリウムを多く残して
いる場所から上昇して
きたことを意味します
（図 1）。同様に他の希
ガスの同位体比からも、
地球史の早い段階でマ
ントル対流から隔離さ
れた始原的な部分が存
在していることが要請
されます。この地球化
学リザーバー ( 貯蔵庫 )
として、近年有力な候
補の一つとして核が考
えられています。溶融
した初期地球の内部で、
鉄を主とする重い金属
が中心に向かって沈降
して核とマントルが分
離したときに、始原的
ヘリウムの一部は核に
取り込まれます。その
後マントルは地殻の形

成に伴い大規模に脱ガスし、始原的ヘ
リウムの大半を失ったと考えられてい
ます。そのため核のヘリウム濃度は、
脱ガスを経験した現在のマントルより
高くなり得えます。核のウランとトリ
ウムの濃度はマントルに比べて低いと
予想されていることを考えると、核の
ヘリウム同位体比もマントルより高く
なります。ある見積もりでは、溶融し
た鉄（核）とケイ酸塩（マントル）間
のヘリウムの分配係数（ある元素につ
いて平衡にある、二つの相における元
素濃度の比。ここでは分配係数 ＝（鉄中
の元素濃度）／（ケイ酸塩中の元素濃度）
とします）が 10‒4 より大きければ、
3He に相対的に富む始原的ヘリウムが
核からマントルの底へ供給されること
で、ホットスポット火山で観測される
高いヘリウム同位体比を説明できると
されています（図 1）。

角野　浩史・田中　友崇

東京大学

総合文化研究科

図 1. 地球各部のヘリウム同位体比（3He/4He 比）。
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　そこで私たちは、高温高圧下で溶融
した鉄とケイ酸塩に希ガスを分配させ、
それぞれの希ガス濃度を測定すること
で分配係数を決定しようとしています。
これまでにも同様の研究はありました
が、希ガスを純粋なガスとして大量に
導入したため、天然の「希」ガスとか
け離れた高濃度での分配をみている可
能性や、鉄とケイ酸塩と完全に分けて
分析できていない可能性が指摘されて
います。私たちの実験では、天然の条
件にできるだけ近い濃度で希ガスを導
入するため、まず希ガスを溶け込ませ
た希ガス入りケイ酸塩ガラスを調製し、
それを鉄とともにマルチアンビル高温
高圧実験装置で 3 万～ 28 万気圧 (1 万
気圧は約 1 GPa)、1700 ～ 2200℃に数
分間保持した後、急冷して回収しまし
た。走査型電子顕微鏡、顕微ラマン分
光装置、電子線マイクロアナライザ
（EPMA）を用いて、凝集した希ガスの
微小な気泡や化学組成の不均質などを
確認した後、鉄とケイ酸塩それぞれに
含まれる希ガスを、顕微レーザーアブ
レーション装置と超高感度希ガス質量
分析計を用いて測定しました（図 2）。
現時点では、ヘリウム以外の希ガスに
ついて 3 万～ 6 万気圧での分配係数し
か得られていませんが、圧力によらず
（1）10‒6 ～ 10‒3 程度であることと、
（2）アルゴンで最も高く、ネオン、ク
リプトン、キセノンの順に低いことが
分かりました（図 3）。従ってヘリウム
の分配係数も 10‒4 程度と予想されます
が、この値は核が始原的リザーバーと
なり得るか否かの値と同等ですので、
確かな結論を得るためにはやはりヘリ
ウムについて実測する必要があります。
しかしヘリウムは原子半径と質量が小
さいために高温高圧実験のカプセルか
ら逃げやすいようで、鉄では検出限界
（5 ppb）以下でした。従って、実験中
にいかにヘリウムを捕まえておくかが

今後の課題です。より高温高圧を目指
すことも今後の課題ですが、圧力が高
くなるほど試料も小さくなるため、希
ガス分析もさらに高感度化して、より
小さい試料でも分析できるようにする
必要があります。
　この研究は本新学術領域の A01-2 構
造物性班（鍵裕之）、A01-3 技術開発班（桑
原秀治）、A02-1 同位体班（野村龍一）、
A02-2 元素分析班（三部賢治、舘野繁彦）

の方々との共同研究であり、高温高圧
科学の分野と精密地球化学分析の分野
が高レベルで融合した、まさに本領域
ならではの研究と言えます。「核は始源
的希ガスを保持しているか？」という
問いへの答えを得るまでの道のりはま
だまだ長いですが、この研究を今後も
推進し、始原的な地球化学リザーバー
の在処を明らかにすることを目指しま
す。

～地球深部の始原的地球化学リザーバーの在処を探る～

マントル由来物質や高圧合成試料の微小
領域分析により、核－マントル間の元素
分配や同位体分別を制約します

研究項目A02:化学分析
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図２. マルチアンビル高温高圧実験試料の希ガス分析の様子。

図 3. 実験により得られた溶融鉄－ケイ酸塩間の希ガスの分配係数と希ガスの原子半径との関係。
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核マントル相互作用のメカニズムを探る
　地球が何十億年も前に形成さ
れたとき、集まった物質の衝突
が広い範囲で融解を引き起こし
ました。このぐらぐら沸いた鍋
のような初期の地球で、重い金
属が地球の中心に沈み、鉄を主
成分とした核を形成しました。
地球の全歴史に渡って核とそれ
を取り囲むマントルの間で大量
の熱の交換をしたという有力な
証拠がある一方で、通常、研究
者らはマントルと核の間での物
質の交換自体は無視できると考
えてきました。なぜなら金属で
できた核は非常に重く、それを
持ち上げてマントル内に戻すに
は莫大な力が必要だからです。
　しかし、どうやら私たちは間
違っていました。ハワイのよう
な場所でマントルから噴出した
溶岩の同位体の測定により、研
究者たちの意見は変わりつつあ
ります。同位体とは、同じ元素
であるが原子核中の中性子の数
が異なる関係のことをいいま
す。ある元素の同位体の存在比
（同位体比）を一種の「指紋」
として使用して、物質がどのよ
うに作られたのか、どこから来
たのかを特定できます。地球の
深部由来の溶岩から一緒に見つ
かった 2 種類の元素の同位体
比は、核がマントルに何らかの
形で混ざりこんでいると仮定し
た場合にのみ、うまく説明でき

ることが発見されました。この
2 つの元素はタングステンとヘ
リウムです。これらの元素はマ
ントルと核で明らかに異なる同
位体比を示すと予測されていま
す（ニュースレター No. 8、6-7
ページ参照）。見つかった指紋
は、まさに核から物質がやって
きたと考えるしか説明のしよう
がなかったのです。
　しかしまだ問題があります。
研究者らが溶岩からタングステ
ンとヘリウム以外の核由来の物
質を見つけようとしても、彼ら
は何も見つけられませんでし
た！これにより、研究者らは、
なぜ核由来とされる元素の同位
体比が、特定の元素でしか見ら
れない理由を探し始めました。
　その理由は、原子の交換によ
る同位体平衡が起きたからかも
しれません。すべての物質は、
固体でさえも、原子は永久に固
定されているわけではありませ
ん。原子は時間の経過とともに
場所から場所へと飛び周ってい
ます。高温で二つの物質を互い
にぴったり接触させると、原子
が飛び周っているだけで、接触
している界面をはさんで原子が
ゆっくりと交換されます。同じ
元素であれば同位体に関係なく
ランダムに交換されるため、最
初に二つの物質がそれぞれ異な
る同位体組成を持っていても、

長い時間をかけて徐々に等しい
同位体組成を持つようになって
いきます。それはトランプを
シャッフルするようなもので、
長い時間が経つと順序がばらば
らになり、同位体が物質間で均
等に混ざり合います。
　原理的には核とマントルが地
球の奥深くで互いに接触してい
る場合、それらは地球の歴史の
数十億年という時間をかけて異
なる同位体の原子を交換できた
でしょう。同位体平衡を経た岩
石がマントルの上部に流れ込
み、部分的に溶けて溶岩を生成
したため、溶岩は核の同位体の
指紋を持っていますが、核由来
のそのほかの金属を含んではい
ません。
　しかし、まだ別の問題も見つ
かっています。原子のランダム
な拡散だけでは、同位体平衡が
起きるマントル物質の量はかな
り少なそうです。ただ核とマン
トルが接触していただけでは厚
さ数メートルの岩石だけしか影
響を受けていなかった可能性が
指摘されています。これは、地
球の様々な場所の溶岩で見られ
る同位体の変化を説明するには
不十分です。
　最近、このジレンマに対する
解決策が見つかりました。核と
マントルの接触面はのっぺりと
した平面ではなく自然に凹凸が

ジョン　ハーンルンド

東京工業大学

地球生命研究所
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でき、砂浜に水をかけるように
外核の液体金属はマントルの岩
石のすき間に「しみ込む」こと
ができます（粒界拡散といいま
す。本ニュースレター・芳野の
記事を参照ください）。核―マ
ントル境界の温度圧力条件での
実験により、溶けた金属は結晶
質の岩石のすき間に浸透するこ
とが実証されました。もし金属
が最大 1 km くらいまで岩に染
み込めたら、その混合物全体で
同位体平衡が達成できる可能性
があります。タングステンとヘ
リウムだけが核由来の元素とし
て見つかっているのは、このし
み込む速度がとても速いからで
す。その後、金属が核に戻って
いくと、マントル内に残された
岩は、核の同位体の特徴を保持
しています。それがマントル上
部に運ばれて溶けると、タング

ステンとヘリウムの同位体の観
測結果を説明できるようになる
わけです。
　解決すべき最後の問題は、ど
うやって重い金属をマントル側
にしみ込ませるかです。これを
可能にするような力はどこにあ
るのでしょう？
　最も有望な答えは、重い金属
をマントル側に持ち上げるので
はなく、マントルの岩石を核に
「押し込む」ことです。マント
ル内の岩石の流れと循
環を駆動する力は、自
然にいくつかの場所で
岩石を核まで押し下げ
ます。マントル対流は、
岩石を核マントル境界
から深さ最大 1 km まで
の領域に押し込むこと
ができそうです。
　しゃぶしゃぶのよう

なものを想像しましょう。核を
味わうには、マントルの岩石を
核の液体に浸し、その風味を吸
い取ります。次に、岩を浅いマ
ントルまで運んで戻し、溶かし
て溶岩を生成し、そこで核の風
味を直接測定できます。これは、
肉のスライスを温かい鍋に浸し
て、出汁をしみこませ、鍋から
肉を持ち上げて口に入れて風味
を楽しむ動作によく似ていま
す。

～地球の核を味わうしゃぶしゃぶ法～

第一原理計算や連続体シミュレーション
により解釈・モデル化し、実験や観測を
サポートします

研究項目A04:理論計算

A01
物性測定
ダイナミクス
構造物性
技術開発

X00
総括班
核－マントル
共進化

A02
化学分析
同位体
元素分配A03

物理観測
地震・電磁気
ニュートリノ

A04
理論計算
第一原理
連続体

図．マントル下降対流が地球中心核を押し込む様子（茶色の部分）。核まで入り込んだマントルの岩石に金属が粒界拡散により浸透し、タングステンやヘリウムの
同位体平衡が起きる。
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国際ワークショップ「タイにおける地球物理学的観測－現在と未来－」

　2019 年 8 月 1 日と 2 日にバンコクに
あるマヒドン大学理学部で国際ワーク
ショップ「タイにおける地球物理学的
観測－現在と未来－」を開催しました。
日本人 11 名（タイ在住の橋爪道郎博士
を含む）、タイ人 47 名（研究者 8 名、
大学生 31 名、大学院生 8 名）の計 58
名が参加しました（集合写真）。
　開会の挨拶のあと、マヒドン大学が
主催している「タイの大学生物理学夏
の研究経験」の一環として、タイ全国
から参加した大学生向けに土屋領域代
表による講義「量子力学からの地球深
部科学」が行われました。この講義では、
地球深部科学の現状の簡単な紹介から
第一原理計算に基づく地球深部物質科
学の最前線の一端が解説されました（写
真 1）。講義には大学生だけでなくマヒ
ドン大学の教職員も参加し、活発な質
疑応答がなされ、講義が終わった後も
多くの学生が土屋領域代表を取り囲ん
で熱心に質問をしていました（写真 2）。
　引き続いてワークショップが始まり、
最初のセッションでは、タイにおける
臨時広帯域地震観測 (Thai Seismic Array, 
TSAR) の概要とそのデータを用いた地
殻・マントル・内核の構造に関する解
析結果が発表されました（写真 3、4）。
　午後の最初のセッションでは、日本
側の参加者が地球化学・地震学・鉱物
物理学による地球深部研究成果の発表
とこれまでのタイ・マヒドン大と日本
の研究機関でなされてきた共同研究の
歩みが紹介されました（写真 5）。午後
二つ目のセッションでは、タイ側の参

加者がタイにおける定常地震観測・電
磁気学的構造解析の結果・古地震学か
ら見たタイの活動層・地球化学的分析
に基づくタイ中央部における過去の火
成活動に関する研究発表が行われ、活
発な議論がなされました。
　2 日目のエクスカーションでタイ気象
庁地震観測部門を見学させていただき
（写真 6）、さらに会議室をお借りして今
後の共同研究計画や学生教育の振興に
ついて意見交換を行いました（写真 7）。
二日間の短い期間ではありましたが、
この科研費新学術「核―マントルの相

互作用と共進化」をきっかけとして日
本とタイとの国際交流がさらに深まる
ことを期待させるワークショップとな
りました。
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合同班会議
　2019 年 11 月 22 日（金）～2019 年
11 月 24 日（日）に新潟大学にて、
A01-2 構造物性班、A02 化学分析班（同
位体班と元素分配班）、A03-1 地震・電
磁気観測班の合同班会議を開催いたし
ました。総勢 30 名の参加となり、21
件の口頭発表と４件のポスター発表が
ありました。
　化学分析の２班からは、同位体異常
と異常の見られる地域の下のマントル
との関係、地震波速度構造と高温高圧
実験の結果のリンク、深部マントルの
進化：太古代後期のマントルオーバー
ターンの可能性などの話題が提供され、
それらを中心に活発な議論の場となり
ました。具体的には次の項目について
多数の発表がされました。

（１）内核・外核に関する話題：核の軽
元素の挙動、これまではほとんど無い
と考えられていた内核表面における地
震波速度異方性の可能性や地球核表面
流モデルにおける電気伝導率の影響

（２）下部マントルの高圧相における水
素や窒素同位体を使用した軽元素の貯
蔵庫の検討

（３）タングステンやネオジム、鉛など
の同位体異常地域の下部マントルの不
均質性と地震波低速度異常の関係

（４）地球外物質やマントル由来の Cr, 
Ti, Ca などの安定同位体異常を使用し
た地球材料物質の起源解明やマントル
の不均質性の議論

（５）マントルトモグラフィーモデルの
比 較 検 討 用 web-based tool 
“SubMachine” の紹介

　複数回にわたる合同班会議の中で、
今回特筆すべき点は、これまで研究対
象としてこなかった Cr, Ti, Ca などの安
定同位体が、地球の形成過程や進化に
ついて重要な手がかりになるという議
論がなされたことです。本領域研究の
目標である「核 - マントルの相互作用と
共進化」の解明に向けて新たな一歩を
踏み出すことができました。
　最後に本新学術領域研究で新潟大学
にて導入立ち上げを行った質量分析計
MAT253 と四種硫黄同位体分析システ
ムを紹介する実験室見学会を行い、３
日間にわたる本合同班会議を終了しま
した。

世話役：M. Satish Kumar（新潟大学）、
鈴 木 勝 彦（JAMSTEC）、田 中 聡
（JAMSTEC）、鈴木昭夫（東北大学）
参加者： Anupam Banerjee、天川裕史、
飯塚理子、Yihe Li、石川晃、井上徹、
鍵裕之、柿澤翔、菅野萌子、Kiran 
Sasidharan 、Christine Houser、小 木
曽哲、佐野亜沙美、下田玄、George 
Helffrich、Silpa A.S.、高澤栄一、高橋
俊郎、館野繁彦、田中友崇、土屋卓久、
出倉春彦、日比谷由紀、松島政貴、
三平舜、渡邉駿
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第４回若手集会

　2019年 8月21日から23日にかけて、
第四回若手集会が北海道様似郡様似町
幌満にて開催されました。今回の若手
の会は、東京大学の小澤一仁教授の案
内による幌満かんらん岩体を中心とし
たアポイ岳ジオパーク巡検および幌満
かんらん岩体に関する講演と、参加者
の研究発表から構成され、領域内外か
ら学生 14 名を含む総勢 23 名の参加が
ありました。アポイ岳ジオパークを舞
台に、マントル物質やダイナミクスに
関する理解と議論を進めました。
　参加者は 21 日朝に新千歳空港で集合
し、若手会の舞台となる様似町までは
チャーターバスでの移動となりました。
若手の会は、様似町役場の前に整備さ
れた「かんらん岩広場」の見学からス
タートしました。かんらん岩広場には、
アポイ岳ジオパークに分布する様々な
かんらん岩や深成岩が組織や構造が分
かりやすいように切り出され、美しく
研磨されたかたちで展示されています。
まずは参加者がそれぞれ自分の目で大
型標本を観察した後、小澤教授の解説
のもと、さらに詳細に岩石の構造を観
察しました。
　かんらん岩広場で観察の基礎を学び、
いよいよ天然のかんらん岩の露頭へと
向かいました。若手会初日の 2 つめの
見学地は、かんらん岩の採石場です。
この採石場では、工業資材としてかん
らん岩の採掘を行っています。今回は
東邦オリビン工業株式会社から立ち入
り許可を頂き、採石場内で露頭観察を
行ったほか、ハンマーを振るってサン
プル採取を行いました。先ほどかんら
ん岩広場でしっかりと解説を受けてい
たこともあり、採石場で採取できた様々
なかんらん岩の組織や成因に関する議
論が盛り上がりました。採石場での観
察が終わると、宿泊先およびポスター
セッションの舞台となる「アポイ山荘」
へと移動しました。アポイ山荘のかん
らん岩を利用した露天風呂や、現地の
海産物や農作物もふんだんに使った豪
華な夕飯を堪能したあとは、小澤教授
によって、幌満の多様なかんらん岩を
産んだ地球科学プロセスに関する講演
が行われました。幌満かんらん岩体と
はどのようにして形成されたのか？か
んらん岩からどのような情報が読み取

れるのか？など、ミクロからマクロま
で様々なスケールの議論からなるエキ
サイティングな講演でした。小澤教授
の講演終了後も、参加者による懇談や
議論は続きました。
　2 日目は天気が心配されましたが好天
に恵まれ、お弁当持参でアポイ岳に向
かいました。アポイ岳では、ダナイト・
ハルツバーガイト・レールゾライト・
ウェールライト・はんれい岩といった
様々な岩相を観察することができ、そ
の見分け方を露頭で学ぶことができま
した。どのような岩相なのか初見では
わからなかった参加者もいましたが、
巡検を進めるうちに目も慣れてきて、
岩相の移り変わりがわかるようになっ
たのは印象的でした。また、1 日目夜の
小澤教授による解説内容を実際に露頭
で確認することで地質構造や研究例の
理解も進みました。例えば、小澤教授
の講演に登場した、幌満岩体の熱履歴

解析に使用されたかんらん岩中の直方
輝石を観察することが出来ました。こ
の直径 1 cm を超える直方輝石は、実際
に露頭で観察すると非常に大きく感じ
られました。標高 810m のアポイ岳山
頂では、お弁当を食べました。風が強
く気温も下がってきたことや、山頂は
ダケカンバなどの樹林帯になっていて
眺めもあまり良くないこともあり、食
事を終えるとすぐに次の露頭へと向か
いました。アポイ岳山頂からさらに尾
根沿いに吉田岳の方に向かい、規則的
に互層したかんらん岩とはんれい岩の
見事な露頭を観察しました。はんれい
岩は風化に対して強く，相対的に盛り
上がっているのでかんらん岩と区別が
つきます。この露頭で 2 日目の巡検の
予定を終え、下山の途につきました。
途中厳しい上りの区間もありましたが、
離脱や怪我などする参加者もなく、無
事巡検を終えることができました。

Core Mantle coevolution Events
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　朝からの登山で皆さんさすがに疲れ
た表情を見せていたため、巡検後は、
休憩と入浴の時間となりました。この
時間にも参加者同士での議論が進んだ
ほか、現地の方々と交流する参加者の
姿も見られました。昨夜と同様の豪華
な夕食の後、参加者によるポスターセッ
ションが開催されました。幌満かんら
ん岩の研究をはじめとしたフィールド
ベースの研究、高精度分析や超高圧実
験、理論計算など様々な内容について
活発な議論が繰り広げられました。昨
日に続き、参加者間での議論は夜も続
きました。
　最終日となる３日目はまずアポイ岳
ジオパークビジターセンターを訪問し、
ジオパークを構成する岩石や動植物、
そして様似地域の歴史に関する展示を
見学しました。当初のプログラムでは
ビジターセンター訪問後は海岸付近で
日高衝上断層の露頭などを見学する予
定でしたが、荒天のため、風雨の影響
が少ない山側に位置する石灰岩や
チャートの露頭を見学することとなり
ました。これらの生物起源の岩石は、
本来は海洋底で形成される岩石です。
北海道中央部が大陸縁の沈み込み帯
だった時代に付加体として陸側に付け
加わった海洋プレートの一部を、現在
陸上の露頭として観察していることに
なります。これらの付加体が形成され
たのち、この大陸縁に現在の北海道東

部が衝突したことで形成されたのが、
日高山脈、そして日高かんらん岩体だ
と考えられています。日高山脈や北海
道の形成履歴を物語るこれらの露頭を
観察して巡検は終了となりました。空
港に移動するバスの車内では最後に小
澤教授からコメントを頂き、新千歳空
港で解散となりました。さわやかな気
候の北海道での２泊３日での巡検とポ
スターセッションを通して、マントル
に関する議論と参加者間の親睦が深ま
りました。若手会の回数を重ねること
で、研究面も含めた様々な交流が進む
とともに、参加者の輪も広がってきて
います。今後の研究面や人的交流のさ
らなる進展が楽しみです。

　今回の若手集会の開催に関して巡検
案内と幌満かんらん岩体に関する講演
の依頼を快諾して頂いた東京大学理学
系研究科小澤一仁教授、研究会の企画
及び現地での巡検についてサポート頂
いた加藤聡美様をはじめとした様似町
とアポイ岳ジオパークの関係者の皆様、
そして、採石場での巡検とサンプリン
グの許可を頂いた東邦オリビン工業株
式会社に感謝いたします。今回も、新
学術領域事務局から様々な面で多大な
支援を頂きました。ありがとうござい
ます。
（上木賢太・海洋研究開発機構、秋澤紀
克・東京大学大気海洋研究所）
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A04-1 理論計算班研究集会
　お盆も過ぎ、さてこれから残暑と台
風がやってくるかなという 8 月下旬、
高知県しもなの郷において A04-1 理論
計算班の研究集会が開かれました。し
もなの郷とは、廃校を修繕した交流・
宿泊施設で、黒板や百葉箱、二宮金次
郎像などがたいへん懐かしい雰囲気を
醸し出しています。山をだいぶ登った
ところにあり、すぐそばに小さな川も
流れているせいか夏とは信じられない
くらいの涼しさで、研究集会にぴった
りの場所でした。
　この研究集会には理論計算班のメン
バーを中心に東京大学や東京工業大学、
愛媛大学の研究者と学生10人が集まり、
それぞれの研究についての発表を行う
とともに、活発な議論を交わしあいま
した。主な話題となったのは、電子の
運動を量子力学に則り計算する第一原
理計算（あるいは量子化学計算）によっ
て、地球深部における物質の性質やそ
こで起きる化学反応を予測する研究と、
地球深部の構造を地震波データから調
べる研究でしたが、なかには火星の地
殻の形成過程といった変わり種の話題
もありました。私自身は、地球内部に
おけるマグマの生成を高温高圧実験に
よってできる限り再現し、マグマの組
成や性質を決定する、という研究を行
なっているため、理論計算や地震学と
いったアプローチの最先端を知るとて
も貴重な機会となりました。なにしろ

地球の深部というものは、私たちが目
で見ることも手で触れることも叶わな
い大きな謎でありますから、さまざま
なアプローチからの研究結果を統合し
て、全体像を形作っていくことが肝要
だと思います。今回の研究集会は、普
段自分が研究を行なう視点とは異なる
視点からの研究結果を知り、地球深部
についての新しい認識が得られ、とて
も充実したものとなりました。
　研究集会の最終日は生憎の雨でした

が、初日の夜は満天の星空が見え、二
日目は研究集会の休憩時間に川へ行く
など、自然と触れ合うこともできまし
た。ごつごつとした大きな石の合間を
縫って流れる水を眺めながら、この光
景も地球の営みの一部なのだなあと感
慨深くなり、地球の進化や地球深部と
表層の関係など、さまざまに思いを巡
らせることのできた二泊三日でした。
（近藤望・愛媛大学地球深部ダイナミク
ス研究センター）
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New membersCore Mantle coevolution 新メンバー

天川裕史　東京大学特任研究員
計画研究A02-1　同位体班

　2019 年度より A02-1 化学分析・同位
体班に特任研究員として参加すること
となりました。これまでは希土類元素
（REE）、とりわけネオジム（Nd）同位
体に重点を置いた海洋における物質循
環研究に従事していました。このよう
に書くと、本新学術領域研究とはあま
り縁がない研究者との印象を受けるか
と思います。しかしながら、以前東京
都立大学において宇宙化学に係わる研
究室にスタッフとして在籍した経歴も
あり、惑星の進化さらには地球のコア -

マントル - 地殻の進化のプロセスについ
ても常々関心を寄せておりました。従
いまして、このように本領域研究に参
加する機会を頂き、大変感謝しており
ます。今後の研究と致しましては、こ
れまで培ってきた Nd 同位体比の高感
度、高精度測定の経験を生かし、隕石
のネオジム同位体比（142Nd/144Nd）に
関する研究を推進し、地球のマントル -
地殻の進化プロセスに関する知見を得
ようと考えております。

柿澤翔　東京大学特任研究員
計画研究A01-2　構造物性班

　2019 年 10 月より A01-2 構造物性班
の特任研究員として参加させていただ
くことになりました東京大学大学院附
属地殻化学実験施設の柿澤です。博士
課程は、愛媛大学地球深部ダイナミク
ス研究センターで過ごし、マルチアン
ビル型高圧発生装置や放射光 X 線・中
性子回折を用いて水素を含む鉱物につ
いて研究を行ってきました。水素は、
宇宙で一番豊富に存在している元素で
あることから、地球内部のマントルや

核にも存在していると考えられていま
す。そこで本プロジェクトでは、高温
高圧下における鉄水素化物の結晶構造
解析を通じて、核中に含まれる水素の
振る舞いを明らかにする研究を行って
おります。鉄水素化物は、常圧で水素
を吐き出してしまうため、高温高圧下
の放射光 X 線や中性子回折によるその
場観察実験を使った研究を進めていき
たいと考えております。どうぞよろし
くお願いいたします。

Anupam Banerjee　新潟大学特任助教
計画研究A02-2　元素分配班

　私は、インドのバンガロールにある
インド理科大学院大学で 2018 年 12 月
に学位を取得し、2019 年 7 月に新潟大
学の特任助教に着任しました。私の研
究目標は、地球表層と地球内部での様々
な過程、およびそれらの相互作用がも
たらす地球内部の大規模な化学的不均
質性の形成過程を理解することです。
ICP-MS・TIMS・RIMS などの分析手法に
よって、天然岩石の Nd・Sr 放射起源同

位体比や Ca・S安定同位体比、主成分・
微量元素濃度を高精度で分析し、これ
らのデータから化学的不均質性の形成
過程を理解するための指標を確立する
ことを目指します。そして、マントル
不均質性の起源と進化、地球史を通じ
たマントルの化学的進化、地球深部で
のメルト生成と沈み込んだ地殻物質お
よび炭素・硫黄の循環との関連性の解
明に取り組みます。
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AwardCore Mantle coevolution 受賞

　A01-3 技術開発班の山崎大輔准教授
（岡山大学）が、2018 年度日本鉱物科
学会賞第 21 回受賞者に選ばれました。
　日本鉱物科学会は、日本鉱物学会と
日本岩石鉱物鉱床学会が統合され 2007
年に設立されました。野外調査、実験、
分析、数値計算など様々な手法で、地
球や惑星を構成する鉱物や岩石の構造・
特性や成因などの解明を目指している
学会です。日本鉱物科学会賞は、鉱物
科学およびその関連分野で顕著な研究
業績をあげた会員 ( 毎年 2 名以内 ) に贈

呈し、その業績を称えるものです。
　今回の山崎准教授の受賞は、超高圧
発生開発技術、二相構成物の流動則、
鉄高圧相のレオロジーなどの優れた研
究成果により地球深部の物質の状態や
ダイナミクスの解明への顕著な貢献が
認められたものです。
　山崎准教授は、日本鉱物科学会 2019
年年会期間中に「構成物質のレオロジー
に基づく核・マントルのダイナミクス
の研究とそのための高圧実験技術開発」
と題した受賞講演を行いました。

山崎大輔 [岡山大学，A01-3技術開発班]

日本鉱物科学会賞

"Experimental constraints on the crystallography and seismic 
velocity of calcium perovskite "、 Andrew Thomson 講 師
（University College London）、11/20、愛媛大学地球深部ダ
イナミクス研究センター

国際セミナー

上田千晶さん（愛媛大学博士前期課程 2年） “グラッシーカーボンから
のナノ多結晶ダイヤモンド合成と圧縮挙動”

三守秀門さん（愛媛大学博士前期課程 1年） “Cavity つきアンビルによ
る高圧下屈折率測定”

日本高圧力学会 第60回高圧討論会 ポスター賞

Editor's note 編集後記Core Mantle coevolution

　ニュースレター第 9 号をお届けします。最
終号となりますが、内容は通常と変わらず、
研究トピックやイベントを中心に構成しまし

た。成果については、各研究項目とも取りま
とめの真最中で、別の機会にご覧いただける
のではないかと思います。

（編集：田中聡、西原遊、舟越賢一、西真之、野村
龍一、小木曽哲、渡辺寛子、土屋旬、山田朗）

　領域代表・A04-1 理論計算班の土屋卓
久教授（愛媛大学）が、2019 年度の日
本高圧力学会学会賞に選ばれました。
　日本高圧力学会は高圧力を手段とし
て用いる物理、化学、地球科学、材料
科学、生物科学などの広範な分野の会
員からなる学際的学会で、1959 年から
毎年開催されている高圧討論会の活動
を背景に 1989 年に設立されました。同
学会では「高圧力の科学・技術の進歩
に貢献し，内外から高い評価を受ける

顕著な研究成果を挙げた」会員１名に
学会賞を授与しており、令和元年の受
賞者として土屋教授が選出されました。
受賞理由は「第一原理計算に基づく独
自の計算技術の開発と高圧地球科学の
新しい展開への多大な貢献」で、理論
分野からは初の受賞者となりました。
　土屋教授は、第 60 回高圧討論会の開
催期間中に「第一原理計算に基づく超
高圧地球科学の新展開」と題した受賞
講演を行いました。

土屋卓久 [愛媛大学，領域代表・A04-1理論計算班]

日本高圧力学会学会賞

田中友崇さん（東京大学修士課程 2年） “高温高圧下における溶融鉄－
ケイ酸塩間の希ガス分配実験手法の決定”

日本質量分析学会 2019年同位体比部会 最優秀口頭発表賞

田中さん ( 右 ) と指導教員の角野さん ( 左 ) 三守さん ( 左 ) と上田さん ( 右 )
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